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HIGHLIGHTS
オモシロ漁法と漁場 お魚は「粋」の手本！ ネタ満載なお魚諺

海や川、湖、どこで何が獲れるの？

あんな魚、こんな漁法をカラフルな

浮世絵から紹介し、江戸時代の海へ

誘います！

海や魚は、生命力や幸せのシン

ボル！文様、歌舞伎、髪型など、

魚から色・形・名前を採り入れ

た粋な文化を紹介。

お魚に親しんできた日本には、

諺や格言などが盛りだくさん！

普段から使うあの言葉も、お魚

由来でギョッと驚き！

鉄炮洲築地門跡

江戸百景餘興

まぐろ　  かつおさけ　　   さ  ん   ま

四方を海に囲まれ国土が南北に長い日本の近海には、多種多様な魚が住んでいます。

その秘密は、いくつもの海流が交差する栄養たっぷりの海と、海底が浅く太陽の光が

届きやすい「大陸棚」。北の寒流から鮭や秋刀魚、南の暖流からは鮪や鰹などがやって

きます。美しい川と湖にも恵まれ、一年を通して世界有数の漁場をもつ日本は、まさに

お魚の楽園なのです。
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淡水と海水が混じり合う栄養豊富な江戸前の海は、魚介の宝庫だった。

鉄砲洲は隅田川河口の西岸にあった湿地帯で、白魚や鯊、鱸、海老や鰻も獲れた。

地名はかつて幕府の鉄砲方が大筒を試射したこと、あるいは洲の形が鉄砲に

似ていることに由来する。

本図は、佃島の海上から築地本願寺を捉える。水辺には、積み荷を運ぶ舟のほかに、

投網を放つ様子や波除の突堤に腰掛ける釣り人の姿が見える。都鳥( ユリカモメ)の

群れも魚を狙って飛び回るのだろう。
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寿司も鰻も天麩羅も、江戸前の魚！
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「鯔背」や「鯖を読む」とはよく言ったもの。これらの表現は、美味しい魚介が豊富な島国日本だからこそ。
海、清流、湖で獲れる新鮮な魚介や海藻類は、古より日本の食を支えてきました。なかでも経済が発展
してグルメの文化が花開いた江戸時代、海の幸は一層庶民の身近な食べ物となります。江戸前の魚介を
魚河岸で売れば一日千両ものお金が動き、鰻の蒲焼や寿司、当時生まれた出汁の文化は人々の胃袋をしっ
かりと掴みました。釣りが庶民の間で「遊び」に昇華したのもこの頃です。また、その生命力にあやかる
文様や形を模した髪型なども生まれ、食生活にとどまらず文化芸術をも彩りました。
　　　本展では漁場や魚市場の賑わい、土地の名物に諺、吉祥のシンボルから果ては髪型まで、
　　　　魚をめぐる江戸文化を歌川広重の作品とともに味わいます。
　　　　　さぁさぁ、粋で鯔背な江戸っ子たちの「目から鱗」のさかな愛、篤とご覧あれ！
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利根川ばらばらまつ
名所江戸百景

沼津人物東海道 五十三次
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現在の漁法の多くは、江戸時代に確立しました。遠浅の砂浜では地曳網漁、沖合では

一本釣りや底曳網漁、地形や海流を生かした定置網漁など、それぞれの地の利を生か

した漁法が編み出されました。釣りが趣味として楽しまれるようになったのもこの頃。

ソーレ、ソーレ！空の海を鰯雲が泳ぐ日は、きっと大漁。

網を引く手に一層力がこもります。

そこびき あみりょう
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魚介類は鮮度が命とはいえ、冷蔵庫がない江戸時代。傷みやすい魚介類の美味しさを

保つため、知恵を絞った保存法が生まれました。天日に干して乾燥させたり燻したり、

発酵させたり塩漬けにしてみたり。これが生の時とは別の美味しさの発見につながります。

なかでも風味と栄養が増した鰹節や昆布は、日本料理に欠かせない「出汁」として進化

しました。
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かつて利根川(現・旧江戸川)は江戸湾に注いでいたが、江戸幕府が洪水対策と

舟運路の確保のために改修し、千葉の銚子から太平洋側に流れるようになった。

「ばらばら松」の場所は不明だが、利根川では鯉が獲れたという。

本図は、利根川で漁をする様子を描く。河岸に植わるのが「ばらばら松」だろう。

右手から川魚を獲るための投網が投げられ、今まさに大きく広がった瞬間である。

川のせせらぎ、白鷺の鳴く声や漁師たちの息遣い、投網が川面に落ちる音までも

感じられる。
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鯉をもて名品とす ー歌川広重『絵本江戸土産』

駿河湾の北東奥に位置する沼津宿は豊かな海産物に恵まれ、各種干物の

ほか鰹節が名物であった。特に南部の内浦・静浦地域で漁業が盛んで、鯛や

鯵のほか、かつては鮪や鰹などの大型魚も回遊していた。

本図は、愛鷹山と富士を望める街道沿いで鰹節を作る様子を描く。鰹節を

天日に干す母親の足元で、子供が愛らしく微笑む。燻製で鰹を乾燥させる現在に

近い製法(焙乾法）は、江戸時代に確立した。家々には、駿河湾からの潮風や砂を

防ぐための特徴的な「沼津垣」も描かれる。
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江戸時代に「出汁」革命を起こした鰹節！
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「一日に千両の落ち所」とされるほど江戸市中で賑わった所といえば、吉原（遊廓）、

芝居町（歌舞伎）そして魚河岸。江戸では日本橋の北詰、大坂では雑喉場が魚市場の

メッカで、水揚げしたての活きの良い魚が「板舟」と呼ばれる陳列台にずらりと並びます。

ほら、魚河岸から威勢のいい男たちの声が聞こえませんか？
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ふっくら白飯に新鮮な魚。これが、古くから日本の食卓における御馳走の定番です。

各地で獲れた新鮮な魚介は、その地域ごとに根付いた料理法や保存法によって

味わい深い食文化を形成しました。

さぁさぁ、お待ちどおさま。

旅人が心躍らせた美味しい名物、

たんと召し上がれ。

日本橋北詰の東側には、「江戸の台所」とも呼ばれた魚河岸があった。全国から運んだ

新鮮な魚介が「板舟」の上に並び、朝早くから商人らが忙しく往来した。

本図は雪が積もる日本橋の早朝の様子を俯瞰で捉え、遠方に江戸城と富士山を

描く。手前下が魚河岸で、棒手振(行商人)たちが仕入れた魚を半台に入れて運ん

でいる。橋の上の往来や魚河岸の繁盛ぶり、日本橋川を経由し魚介類を我先にと

運ぶ多くの押送舟から、活気に満ちた日本橋の朝が伝わってくる。

　  とら

ばんだい ぼ    て  ふり

ふかん

きたづめ

　いたぶね

　  おしおくりぶね

せんりょう うお   が   し　     にぎ

朝に千両も動く、日本橋魚河岸の賑わい！

日本橋雪晴

名所江戸百景

由井と興津の間にある薩埵峠は、断崖絶壁から富士の絶景を望める。

薩埵峠の東手前、西倉沢の立場には、名産の栄螺や鮑が味わえる茶屋が

あった。中でも崖を利用して建てられた藤屋の離れ座敷「望嶽亭」は、

眺めの良さから文人らが好んで立ち寄った。

広重が魚介を描いた「魚づくし」のシリーズには、鮑を描いた一図がある。

狂歌に「これもまたちひさでならむ岩あひの 細きすき間のあはびとる

海士」と、海深く潜って獲る様子も詠まれる。

「蔦吉版東海道」には、倉沢立場の様子が描かれる。茶屋が並び、店先で

鮑や栄螺の壺焼を売っているのだろう。団扇で煽られて漂う香りに、

ついつい旅人が立ち止まる。「望嶽亭」の桟敷にあがれば、描かれて

いない富士を遠景に見ながら味わえるのだろう。
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由井川を打越、倉沢といへる立場へつく。

爰は鮑栄螺の名物にて ―『東海道中膝栗毛』 

由井　さったとうげ くらさは立場

東海道 十七 五十三次之内
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京　大尾　三條大橋之図

雙筆五十三次
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さば  
馴染み深い食材だからこそ、魚介からは多くの諺や格言が生まれました。

「鯖を読む」、「水を得た魚」、「鱈腹」など、現代でも普段から使う言葉

ばかりで、ギョっと驚き。私たち日本人が魚から得たインスピレーションや

生活の知恵には、海のように深い歴史があるのですね。
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大海を舞台に命を燃やす小さな魚には、生命力が漲っています。

そのドラマチックな生きざまや美しくシャープな流線形に、江戸っ子たちの

想像力が掻き立てられたのでしょう。

簪に髪を巻貝のように巻き付けた「貝髷」、魚河岸の若者に流行したイナ（鯔）の

背に似た「鯔背銀杏」、海老の尻尾のような「海老茶筅髷」など斬新な髪型が生

まれました。
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鯖は日本各地で獲れ、秋に脂がのって特に美味しい。

江戸時代、中元(旧暦7月１５日)に、両親の長寿を祝う盆の贈り物

として「刺鯖(背を開いて塩漬けにした乾物の鯖)」は欠かせ

なかった。数をごまかす意味で使う「鯖を読む」は、大量の鯖を

鮮度が落ちぬように急いで数えて間違いが多かったことや、

「刺鯖」が二枚重ねを一連として数えたためなど、語源が諸説ある。

本図は、魚に狂歌を添えた揃物の一図。緻密に描かれた鯖と

蟹に朝顔(秋の季語)が季節感を加えている。
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数え間違いから生まれた「鯖を読む」

鯖・蟹に朝顔魚づくし

『偐紫田舎源氏』は、文政12年(1829)初編が刊行された柳亭種彦の大ベストセラー。

紫式部の『源氏物語』を室町時代に移したパロディーで、三代歌川豊国の艶やかな

挿絵も評判だった。

本図は風景を広重、手前の人物を三代豊国が描く。京の都を眺める美男子が

『偐紫田舎源氏』の主人公足利光氏で、従者の惟吉を伴う。光源氏に似せた光氏の

トレードマークは、髷の先端が海老の尾のように二つに割れた「海老茶筅髷」と

いう奇抜な髪型であった。
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歌舞伎の演目にもなった江戸版『源氏物語』
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052-300-8686　担当：鏡味・那須

● 開館時間 ｜ 9:00～16:00（入館は15:30まで）
● 休 館 日 ｜ 祝日(7/21、8/11)
● 入 館 料 ｜ 無料（団体見学の方は事前にご連絡ください）
〒460-8660  名古屋市中区錦3-21-24 三菱UFJ銀行名古屋ビル1階
052-300-8686          https://www.bk.mufg.jp

ご
案
内 

2025.　9.11 　　 ▶  　　　1.10　   　土木 2026.

次 回 予 告

闇に光る 　魅惑のビーム

次回も

お楽しみに！

日本橋雙筆五十三次

公式ホームページInstagram
■駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
■催しの中止・延期・変更の可能性があります。
「Instagram（インスタグラム）」はMeta Platforms, Inc.の登録商標です。

江戸の宵闇に訪れるもの　　、 それは魅惑的な光の舞台。

電気もガスもない江戸時代の闇は、 まさに漆黒。 それゆえに 「光」 はひときわ美しく暮らしの

刻を彩りました。 人々は幻想的な蠟燭や月の光のもとで互いの気配や香りをたよりに心を

通わせ、 闇に広がる花火に熱狂し、 赤々と揺らぐ炎に魔を払う力を信じて導きの道具としま

した。 静謐な空間は自己と向き合う時間を豊かにし、 江戸文化の美的感性を育みました。

本展では夜に輝く月や星、 松明や篝火、 妖しく揺らぐ狐火に乱反射が美しい雲母摺の技など、

江戸時代の闇を美しく貫く光の正体を歌川広重の作品とともに探します。 さらには、 文明開化で

暮らしが様変わりしてゆく明治の光を捉えた小林清親の作品も紹介します。

闇は光を呼び、 光は闇を美しくする。

光に心を寄せて闇夜を楽しむ魅惑のひととき、 はじまりはじまり。

今宵心を奪われた、 あなたにとっての光とは？
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海は生命のふるさと。幸せを願う心を形に託した「吉祥文様」には、海にちなむ

様々なデザインが古くから伝わります。無限に広がる波に未来永劫の平穏を

祈る「青海波」、幸せをとらえる願いを込めた「網目文」など、私たちの生活に採り

入れられてきました。鯉幟や鯛を抱えた恵比須天も、幸せを願うシンボル。

全ての魚と海に感謝ですね！
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由井と興津の間にある薩埵峠は、断崖絶壁から富士の絶景を望める。

薩埵峠の東手前、西倉沢の立場には、名産の栄螺や鮑が味わえる茶屋が

あった。中でも崖を利用して建てられた藤屋の離れ座敷「望嶽亭」は、

眺めの良さから文人らが好んで立ち寄った。

広重が魚介を描いた「魚づくし」のシリーズには、鮑を描いた一図がある。

狂歌に「これもまたちひさでならむ岩あひの 細きすき間のあはびとる

海士」と、海深く潜って獲る様子も詠まれる。

「蔦吉版東海道」には、倉沢立場の様子が描かれる。茶屋が並び、店先で

鮑や栄螺の壺焼を売っているのだろう。団扇で煽られて漂う香りに、

ついつい旅人が立ち止まる。「望嶽亭」の桟敷にあがれば、描かれて

いない富士を遠景に見ながら味わえるのだろう。

日本橋は大江戸の台所。五街道の起点で、陸路はもちろん、日本橋川から舟で

運んだ全国各地の美味しい食材が集まる。特に日本橋は魚河岸で知られ、

新鮮な魚介は寿司や天麩羅など食文化を発展させた。

本図は風景を広重、人物を三代豊国が描く。つぶし島田の髷に結う若い娘の

着物には、日本橋らしく魚介に因む青海波や網目、波千鳥の文様がみえる。

子供が手にするのは、大名行列の先頭を歩く毛鎗持の人形で、街道の出発点で

ある日本橋を連想させる。
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夜の帳が降りるころ、
　　踊り初める魅惑の光
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